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１．研究計画の概要 
 
 本研究は、語彙意味論モデルと構文研究を
基に語彙情報と事象構造の融合に関する日
英語の比較対照研究を行うものである。中心
課題は次の３つに集約される。 
 
(１) 生成語彙意味論によるレキシコン研究
の推進。生成語彙意味論モデルのクオリア
（語彙情報）が事象構造の解釈をどのように
決定するかという問題の解決を目指す。 
 
(２) 言語における主観性（subjectivity）問
題の解明。主観性が事象構造の解釈（例えば、
心理状態述語など）にどのように影響するか。
そして、構文選択にどのように影響するか。 
 
(３) 語彙化・文法化における語彙情報と構文
の融合についての新たな提案。語彙情報が構
文に融合しさらに文法化していく過程には、
類型論的に捉えるべき普遍性があることを
示す。 

 
２．研究の進捗状況 
 
 本研究は、平成 20 年度〜22 年度までの３
年間、当初の研究計画に即して順調に進めて
いる。初年度の平成 20 年度には、研究代表
者を中心として研究分担者がそれぞれのテ
ーマに関して理論的な基盤を固めるため、研
究会を開催し進捗状況を報告した。平成 21
年度末には研究成果を広く公開するための
ワークショップを東北大学で開催（2010 年 2
月）、小野、堀江、上原が研究成果を発表し、
ナロックがそれぞれの発表にコメントした。
平成 22 年度は研究テーマを継続的に発展さ

せて研究に取り組んだ。 
 本研究プロジェクトでは、これまで特に研
究の国際化に力を入れたことを強調してお
きたい。研究代表者である小野は、韓国（高
麗大学）、ベルギー（ゲント大学）、タイ（チ
ュラロンコーン大学）、英国（オクスフォー
ド大学）などで開催された国際学会で研究成
果を発表した。また、22 年度には、アリゾナ
大学（米国）から研究者を招き、研究課題に
関連したワークショップを開催した。このよ
うに、国際的な研究交流活動を活発に行い、
国際的なレベルでの研究成果の発信を進め
た。 
 この３年間に、研究代表者および分担者は、
合計で 18 件の論文を学術雑誌等に発表、ま
た、国内の代表的な学会および国際的な学会
において 17 件の口頭発表を行った。さらに
小野は単著（編）で論文集を出版し、堀江と
ナロックはそれぞれ共著で著書を出版した。
研究期間中に、研究成果を著書の出版という
形で社会へ還元することを行った。 
 
３．現在までの達成度 
 
 ②おおむね順調に進展している。 
 先に述べた進捗状況を踏まえ、本研究プロ
ジェクトは当初の計画に即して進行してお
り、おおむね順調に進展していると判断する。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
 現在までのところ、研究計画に特段の変更
の必要性は認められないので、今後も予定通
りに進めていくつもりである。これまで実現
した研究成果を踏まえ、さらに研究の国際化
を図るべく国際的なジャーナルや学会等で
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の成果発表を推し進める。 
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